第１号議案
令　和　4　年　度（第23期）事　業　活　動　報　告　書　
　

はじめに
令和4年度は前年度に続き、すべての部門で新型コロナウイルスの影響下での運営が課題となりました。デイサービス利用者に感染者が発生し、「デイサービスほっと」では11月には日曜日も含めて4日間、12月には5日間の休業、さらには他のデイサービス2事業所にも影響してそれぞれ2日間の休業を余儀なくされたことは、全体の収支に大きな影響がありました。また休業に至らなくても職員や職員家族の感染による休職により、デイサービスの現場では人員配置に苦労がありました。
また近年低下が顕著となりつつあったデイサービスの稼働率は、4年度に入っても下げ止まることなく推移しており、各デイサービスとも利用者の増加が喫緊の課題となっています。
　　　　
　以下、部門ごとに１年を振り返ります。
機関会議関係
（１）総　会
　・令和4年度通常総会　４年６月１７日（金） 書面議決締め切り
　　議決書配布79名　回収75枚　回収率95%　全議題賛成　75
　　議　題　令和3年度事業活動、収支決算の報告
　　　　　　役員改選
　　　　　　令和4年度活動計画、収支予算案
・臨時総会　５年２月１３日(月)
　出席者　22名　委任状出席　61名
　議　題　❶長期借入金の導入
　　　　　❷定款の変更　　　　❶❷とも賛成多数で可決

　

（２）理　事　会
　　　　第１回　令和４年５月１３日(金)　　　18:30　～ 19:30　　於：デイサービスほっと
1 令和３年度収支決算報告
2 役員改選について
3 その他
　　　　第2回　令和４年６月４日(土)　　　18:00 ～  19:30　　於：銀浪料理店
1 通常総会の開催について
2 次年度役員改選　について
3 その他
　　　　  第3回　令和４年１１月２日(水)　　　18:00 ～　19:30　　於：デイサービスほっと
1 中間収支状況について
2 その他
（３）監　査　会

令和　５年５月２５日（木）　　　於：ほっと大東
令和４年度決算についての監査
令和４年度事業実績及び収支実績
　本年度の、全部門の受託料・処遇改善加算金等を含む総事業収入総額は,前年度実績を3,455千円下回る208,406千円となりました。これは通所介護事業の稼働率の伸び悩み、ならびに居宅介護支援員の一時的な減員が要因となっています。また最終利益は、前年比5,184千円減の▲5,207千円と、設立以来初の赤字計上となりました。
Ⅰ．介護保険事業
１）　居宅介護支援事業
年間を通して介護支援専門員5名により対応、年間1,982名、前年（2,002名）比20名減の利用者に対しサービス提供を行い､結果、年間報酬額は31,940千円、前年（32,468千円）比528千円の報酬減となりました。一方、雲南広域連合、雲南市地域包括支援センターからの受託業務については、合計年間受託料は686千円、前年（2,057千円）比1,371千円減なり、居宅介護支援事業全体での総収入額は32,626千円、前年（34,525千円）比1,899千円の減収となりました。
２）　通所介護事業
期末月の実利用者は前年比9名減の69名（ほっと38名・新庄31名）で、年間延利用者数は「ほっと」が5,043名, 前年（6,048名）比1,005名の減、「新庄」は4,562名、前年（4,874名）比312名の減のサービス提供となり、従って、介護報酬額も「ほっと」が45,513千円、前年（51,673千円）比6,160千円の減、「新庄」が42,521千円,で前年（42,654千円）比133千円の減で、合計報酬額は88,034千円となり、前年（94,327千円）比6,293千円の減収となりました。
３）　予防通所介護事業
期末月の実利用者は、ほっとは22名・新庄は9名、年間延利用者は「ほっと」が1,443名、前年（1,813名）比370名の減、一方、新庄は731名で、前年（552名）比179名の増となりました。年間報酬額は「ほっと」が8,069千円、前年（9,387千円）比1,318千円の減収となりました。「新庄」は、3,564千円、前年（3,054千円）比510千円の増収となりました。合計報酬額は11,633千円となり、前年（12,441千円）比808千円の減収となりました。
　これにより食費や処遇改善加算金を含めた通所介護の総収入額は、「デイサービスほっと」が61,686千円、前年(70,191千円)比8,505千円の減、「デイサービス新庄」は52,850千円で前年(52,217千円)比633千円の増となりましたが、通所介護合計では前年比7,872千円の大幅な減収となりました。
参考　（通所介護＋予防通所）　（日曜日稼動を除く）
　　１日当り平均利用者　～　「デイほっと」　21.3人　　「デイ新庄」　　17.1人
稼　働　率　　　　　～　「デイほっと」　71.1％　　　「デイ新庄」　　56.9％
期末月平均介護度　　～　「デイほっと」　1.9　　　　「デイ新庄」　　2.1
「ほっと」の稼働率は前年平均84.6％から大幅に低下し、収益下振れへの大きな要因となりました。また「新庄」については前年同様に、稼働率の伸び悩み(前年58.7%)が変わらぬ課題となっています。
４）　認知症対応型通所介護事業
期末月現在の利用者が15名（前年に同じ）、年間延利用者は2,355名、前年（2,070人）比285名の増となり、介護報酬額は30,923千円、前年（27,060千円）比3,863千円の増収となりました。１日当たり平均利用者は7.6人、稼働率は63.5％（前年度56％）となり、増収の要因となりました。
期末月平均介護度は3.27でした。　
尚、「運営推進会議」は新型コロナの影響により参集しての会議が開けず、前期・後期の２回ともメンバーに対して文書による報告に留めました。
結果、認知症対応型を含む通所介護事業全体での期末月現在の利用者は、前年比13名減の

115名でしたが、年間延べ利用者は1,223名減の14,134名となり、食費（8,518千円）及び処遇改善加算金（12,108千円）を含む総収入額は前年比2,941千円減の151,398千円となりました。
Ⅱ.　雲南市の総合事業　「サロンほっと」

雲南市の委託を受け、引続き大木原公民館において毎週火曜日に開設（年間48回）。
年度末利用者は13名、延べ600名の参加（前年比21名の増）を得て行いました。受託料を含む総収入額は前年比107千円増の2,569千円となりました。
Ⅲ．その他の事業
１）　ミニデイサービス
開催日は年間46回、延べ677名の参加、（前年比261名の減）、年間収入額は888千円、前年（1,159千円）比271千円の減収となりました。
２）　福祉有償移送サービス　　
年間出動回数は、191回、前年（370回）比179回の減となり、運行寄付収入額は188千円、前年比349千円の減収となりました。
近年雲南市内に介護タクシー業者が相次いで開業されたことにより、出動回数に影響がありました。

尚、平成18年9月、市の運営協議会の承認を得、更に陸運局の登録を行い、翌10月より本格的に活動以来、今日までの総出動回数は、14,182回、走行距離は132,387ｋｍとなっております。この間、無事故、無違反での実績は、何にも変えがたい大きな誇りであり、改めて感謝申し上げます。
３）　助け合い活動
通院介助、付添、掃除、食事の世話等のサービスを行い、その収入額は、前年比微減の年間140千円(前年153千円)となりました。
４）　子育て支援部門　　　　　
①　雲南市の放課後児童対策事業「ちゃれんじクラブ」
町内２つの小学校から年間延利用者は9,125名、前年（9,138名）比13名減の参加でした。利用料は、前年比234千円減の1,025千円となり、受託料14,325千円を含めた総収入額は前年度比50千円増の15,350千円となりました。
2 　預かり保育（認定子ども園児）
平成２９年度より、大東幼稚園が認定子ども園に移行されたことに伴い、その補完業務として取り組んでおりますが、年間の利用者は延べ31名、利用料も55千円止まりでした。
以上、事業収入全体では、前年比3,764千円減の203,214千円となりました。
事業収入以外の収入では、会費134千円、寄付金112千円、補助金4,203千円、雑収入743
千円を計上、総収入額は前年比3,455千円減の208,406千円となりました。　　　　　　　　　　一方、支出面では、人件費が前年比2,639千円増の166,565千円、その他の経費は前年比
616千円減の46,912千円で、経費全体では前年比2,024千円増の213,477千円となり、事
業収支差額は▲5,071千円、事業外収入支出を差引した最終収益金は▲5,208円と、ほっと大
東設立以来初の赤字となりました。
　コロナ禍以降、稼働率の低下や物価の高騰が徐々に見られていましたが、当年度はこの影響
が一気に収益悪化へと向かうこととなりました。
　又、介護職員処遇改善加算については年間9,094千円、特定処遇改善加算は年間2,156千円、また新たに設けられた介護職員処遇改善補助金1,187千円やベースアップ加算金が858千円を受領しましたが、正職員の定期昇給の他、特定処遇手当、新設した改善支援手当や賞与（年２回）として支給しました。
部門別の収支については、依然として通所介護事業所の収支状況が厳しい状況が続いています。またこれと並行して電気料金、食材費の高騰も収支に影響がありました。
